
図表８　　　木製の道順組立棚

図表９　導入が予定されているスチール製の

道順組立棚

以上のように、諸外国における作業方法は日本

と異なり、縦型の道順組立棚を使用しての道順組

立作業が行われている。また、日本の場合には、

機械処理郵便物と手区分郵便物との組み込みを行

うが、諸外国の例では組み込みを行わず、別々の

ケースに入れての配達が行われている。

この点については、郵便受箱の設置場所（一般

的に日本は玄関口ＶＳ諸外国は道路に面した敷地

の入口）、それに伴う配達車両（日本は自動二輪

車・原動機付き自転車・自転車ＶＳ諸外国は自動

車・配達用カート）等の違いからであると考えら

れる。

４　道順組立の現状

４．１　標準的な道順組立作業方法

配達する郵便物を道順に組み立てる作業を「配

達道順組立」と称しているが、作業内容は、配達

郵便物を配達順路に従って、配達しやすいように、

各戸別に順序よく整理することである（集配郵便

局郵便取扱手続第２４７条参照）。

外務職員による配達道順組立作業は、まず郵便

課職員によって町名や大字別に区分された郵便物

を配達区分棚から取り出した後、道順組立棚を

使って更に丁目、小字等に細区分（配達大区分）

し、それを配達順路に並び替え（戸別組立）た後、

機械処理郵便物との組込みを行い、把束して道順

組立作業が完了する（図表１０）。

図表１０ 道順組立作業の流れ

配達区分棚から郵便物を取り出す

↓

配達大区分作業

↓

戸別組立作業

↓

機械処理郵便物との組込作業

↓

把束・集配かばんへの納入作業

↓

機動車点検作業

↓

配達作業

４．２　道順組立棚の役割

道順組立棚は、「区分表示板」、「区分棚」、その

置き台である「区分台」から構成されており、配

達郵便物を区分する機能と、郵便物の並び替え、

機械処理郵便物への組込みを行う作業台としての
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機能を持っている。

新郵便処理システムによる機械処理郵便物の割

合が今後も向上し、手作業に係る郵便物の割合が

更に低減していくことを考えた場合、道順組立棚

を使っての作業方法にも変化が生ずることとなり、

従来の型式・方法にとらわれない新しい作業方法

を検討していくことが必要である。

新郵便処理システム導入前と導入後とでは、手

作業にどのような変化が生じているかを郵便物数

面から比較してみた（図表１１～１３）。

図表１１ 新郵便処理システム導入前の手処理

割合（配達郵便物数２，５７６通の場合）

図表１２ 新郵便処理システム導入後の手処理

割合（配達郵便物数２，５７６通の場合）

図表１３ ４０口の道順組立棚を使った場合の１区

分口当たりの手処理郵便物数

注：図表１１～１３は九州郵政局管内・Ｋ局のデータを使用

図表１３に示すとおり、１区分口当たりの手区分

郵便物数は、新処理前の１区分口当たり約６４通か

ら約１８通と三分の一以下に減少している。

こうした変化を郵便局ではどのように受け止め

て現行作業に臨んでいるか、新郵便処理システム

下における道順組立作業はどのような方法が望ま

しいかについて情報を収集するため、郵便局ヒア

リング（東京郵政局管内・普通郵便局５局 １２．９．

２２～２９）、郵便局及び地方郵政局の職員を交えて

の打合せ会を開催（郵政研究所 １２．１０．２７）して

その方向性を探った。

５　郵便局等からの情報収集

５．１　郵便局におけるヒアリング結果

ヒアリングでは、道順組立・組込作業と道順組

立棚の仕様に関する様々な意見を聴取した。

組込作業については、機械処理郵便物の中に手処

理郵便物を組み込む方法と手処理郵便物中に機械

処理郵便物を組み込む方法のどちらかを用いてい

ることが分かった。

また、縦型道順組立棚については、配達通数、

配達箇所数、立地条件、新住居表示の整備状況な

どを見極め、縦型道順組立棚の特性にあったエリ

アでの使用が効果的であるとの認識を持っている

ことが判明した。

仕様に関する意見（改善要望）は次のとおりで

ある（図表１４）。
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区　分 通　数 手処理割合

小型郵便物 手処理 ２，４０３通 １００％

大型郵便物 手処理 １７３通 １００％

区　分 通　数 手処理割合

小型郵便物

機械処理

手処理

２，４０３通

１，８７３通

５３０通

（７７．９％）

２２．１％

大型郵便物

手処理

１７３通

１７３通 １００％

全体としての

手処理割合

（５３０通＋１７３通）÷２，５７６通

≒２７．３％

区　分 通　数 手処理割合

手処理郵便物 ２，５７６通 ７０３通

区分口数 ４０口 ４０口

１区分口通数 約６４通 約１８通



図表１４ 道順組立棚に関するヒアリング結果
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項　目 内　　　　容
区分

表示板

・天井からの照明が遮られるので、区

分表示板の高さを低くする

・補助棚にも区分表示板を取りつける

見出し ・作業をしやすくするため「はめ込み

式」から「差込式」にする

・誤配防止のため、着脱式見出しが付

けられたらよい

・劣化が起こらないような材質にする

仕切板 ・配達物数に対応できるよう「脱着式」

がよい

・定形外郵便物がはみ出さないよう仕

切板を高くする　

・暗い色の郵便物もあるので、半透明

の色の方がよい

・鉄板よりプラスチック製の方がよい

区分棚 ・だれもが使いやすい低めの棚がよい

・高さ調整が行えるような仕様にする

・作業性を向上させるため５０口の場合

はアーチ型にする

・下の段ほど奥行きが長くなるような

構造にする

・把束郵便物の落下を防ぐため奥行き

を３�程度長くする

・棚の奥が暗いので奥板は穴開きか透

明のものにする

・郵便物を取り出しやすくするため区

分口の幅を若干広げる

・定形と定形外用の区分口をそれぞれ

設ける

区分台 ・定形外郵便物に対応するため、作業

台の奥行きを１�程度長くする

・効率的な平並べを行うため、奥行き

を数�短くする

・不要なものをはさみ込まないよう

マットと組立台を一体化する

・台はスライド式がよい

把束

ひも

・ひもを足で引きずらないよう取出口

で固定できるようにする

・１段目には転送還付印等を入れるの

で把束ひもは２段目の位置がよい

引出し ・一番上の引出しは転送還付印入れと

し移動しないよう間仕切りを設ける

・一番下の引出しは転居ファイル等を

入れて倒れないよう仕切りを設ける

・整理整とん状況が見えるよう引出し

の正面は透明にする

・引出しは総合担務制のようなカギの

かかるものがよい

照明 ・照明器具は区分表示板に標準装備し

て郵便局での取付け経費節減を図る

・照明は区分棚の端から端までの大き

さのものにして照度を確保する

道順

ファイル

・道順ファイルをディスプレイ表示で

きれば作業性が向上する

・道順ファイルが立て掛けられる溝を

設ける

・区分口数を確保するため道順ファイ

ルをノート形式にして別置きする

その他 ・移動用のキャスターをつける

・（移動を前提として）区分棚の重量

を軽くする

・機械処理郵便物のトレーを置ける構

造にする



５．２　郵政研究所における打合せ会模様

打合せ会では、主として縦型道順組立棚の使用

に適するエリア等について議論を行い、総配達箇

所数が少ないエリア又は一定の条件を具備するエ

リアでの使用が効果的とする建設的な意見が出さ

れた（図表１５）。

図表１５ 縦型道順組立棚の使用可能性

６　縦型道順組立棚の試作

ヒアリング、打合せ会等における意見・提案、

総合担務用道順組立棚の仕様、諸外国の例等を参

考にして、縦型道順組立棚の仕様を設定し、試作

品を調製した（図表１６～１８）。

図表１６ 現行道順組立棚

図表１７ 縦型道順組立棚
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縦型道順区分棚に適するエリア条件

１　総配達箇所数が少ないエリア

①　１つの区分口に配達箇所が３箇所程度の

エリア

②　新型区分機配備局の他、集配特定局や新

郵便処理システムを導入していない郵便局

２　手区分郵便物の割合が少ないエリア

①　新郵便処理システムを導入しているエリア

②　住宅地で１区当たりの手区分郵便物が２００

～３００通のエリア

２　繁忙期間

①　年賀取扱期間

②　一部転居・転入・転出が多い時期

３　その他

慣れない職員が担当する場合

３　縦型道順組立棚に適したエリア

①　団地配達エリア

②　マンションエリア

③　ビルエリア（テナント数３０～４０程度）

④　字名がしっかりしているエリア

⑤　番地の入り繰りが少ないエリア

⑥　住居表示が整備されているエリア

⑦　字数が多く、飛び番が少ないエリア

⑧　字つき・旧番地が多いエリア

⑨　転入・転出が少ないエリア

縦型道順区分棚の使用が難しいエリア条件

１　総配達箇所数が多いエリア

①　差し込みが前後するエリア

②　１区当たり２，０００通以上のエリア

③　手区分郵便物が多いエリア（機械処理で

きない郵便物が多いエリア等）

④　事業所が多いエリア



図表１８ 縦型道順組立棚の仕様　寸法単位：�

７　作業実験の実施

７．１　実験局の選定　

縦型道順組立棚を使用しての実験を行うため、

所在地や配達区の状況などを考慮して、８郵政局

管内から９局を実験のモデル局に選定した（図表

１９）。

図表１９ 実験モデル局

注：配達通数及び配達箇所数は、一日平均の配達通数と箇所
数である。

７．２　実験スケジュール

実験は、次のスケジュールに沿って行う計画と

しており、本原稿提出時点の６月２０日現在、各実

験局は実便による第一段階の実験（週２～３回程

度の実験を行う）を迎えている（図表２０）。

図表２０ 縦型道順組立棚の実験工程

１２．９．２２～２９ 郵便局へのヒアリング

↓　東京管内５局（Ｈ局・Ｕ局・Ｓ局・Ｉ局及

びＯ局）

１２．１０．２７ 道順組立作業方法等に関する打合せ会

｜　郵便局等職員７管内から１４名が参加
｜
↓（北海道・東北・関東・東京・信越・近畿・九州）

１３．１．２２ テレビ会議（事前打合せ）

｜ 実験を行う郵便局をかかえる地方郵政局を
｜
↓　対象とした実験方法の説明　

１３．５．１７ 縦型道順組立棚の搬入

↓　実験局への縦型道順組立棚搬入
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項　　　目 基　本　仕　様

�外形寸法

本体　１，６２０ｗ×３３０ｄ×８７７ｈ

デスク部１，６２０ｗ×６３０ｄ×７００h

補助棚　４７０ｗ×３３０ｄ×８７２ｈ

デスク部 ４７０ｗ×３３０ｄ×７００ｈ

�区分口数
本　体１９２口（６４口×３段）

補助棚 ５４口（１８口×３段）

�一口の寸法 ２５ｗ×３３０ｄ×２６０ｈ

�レイアウト 補助棚は本体脇にＬ字型配置

�区分表示板 １，４５０ｗ×２５０ｈ

�棚板 固定式　先端部４５°傾斜　

�仕切板 ＡＢＳ樹脂　差込式　

�裏板 軟鋼板　穴あけ加工

	見出し １５ｗ見出しカバーはめ込み式

１０．組立台
スライド式（３００�→４５０�）

テーブル・マット一体構造

１１．引出し
把束ひも入れは３段

（中段、前面中央部ゴム式とめ具）

１２．書籍等整理棚 取り設けなし

１３．キャスター Ｏ／７５�自在輪（キャスターストップ付）

１４．照明 ２５Ｗ　アーム式デスクライト

１５．コンセント 蛍光灯用（連結用）

１６．防災用連結金具 天板左上　１個

１７．色彩 明るいベージュ色

管　内 局　名 配達通数　　 配達箇所数

北海道 小樽
１，４００通　　　７５０箇所

＊地域区分局

東　北 白石
３６９通　　　２２１箇所

＊新処理未実施局

関　東 三芳 １，３２４通　　　７１９箇所

東　京 あきる野 ５９９通　　　３２６箇所

信　越 長野南 ７３０通　　　３２０箇所

東　海 三ヶ日
６５０通　　　２９０箇所

＊集配特定局

近　畿
吹田

宝塚

１，５６９通　　　５５５箇所

１，３２４通　　　６１８箇所

九　州 小倉西

２，５７７通　　　７８８箇所

＊新処理は北九州中央局

に集中して実施



１３．５．８～３０ 実験局との打合せ・実測調査　

｜ 実験方法等の説明会を開催し、併せて現行
｜
↓　の道順組立作業の実測調査

１３．５下～６上　模擬郵便物による実験開始

｜ 模擬郵便物を使用して、週２～３回程度の
｜
↓　実験を開始

１３．６中～　実便による第一段階の実験開始

↓　実便による実験を週２～３回程度実施

１３．６下～　実便による第二段階の実験開始

↓　実便による実験を１週連続して実施

１３．７中　実測調査の実施

↓　縦型道順組立棚を使用しての実測調査

１３．８上　実験結果の取りまとめ

↓　実験データを基に現行作業との比較検証

７．３　縦型道順組立棚における区分口設定

縦型道順組立棚は、現行の道順組立棚と異なり

１区分口が２５�のスリット状で、区分口数１９２口

（１段６４口×３段構成）の本体と５４口（１段１８口×

３段）の補助棚合わせて２４６口の区分口を有して

おり、着脱式の仕切板を抜き差しすることにより

区分口の幅と口数の調整が可能である。

７．３．１　戸別組立棚としての使用

総配達箇所数が少ないエリア、あるいは手区分

郵便物の割合が少ないエリアでは、縦型道順組立

棚本体の１９２口を使って、郵便物を配達箇所別に

区分するための組立棚としての利用が可能である。

例を挙げると、全国の１区当たりの平均は、総

配達箇所数約７４０箇所、配達通数約１，７６０通であ

るので、手区分郵便物は単純計算で７４０箇所÷

１９２口≒４箇所／１口、１，７６０通×２６％（手区分

割合）÷１９２口≒３通／１口となり、１区分口当

たり４箇所（世帯）・３通ほどの郵便物を区分す

ることとなる（補助区分棚を加えれば２４６口対応

もできる）。全国平均より小さなエリアであれば、

１区分口に区分する箇所数と通数は更に少なくな

り、道順組立作業を１度の工程で行うことが可能

となる（図表２１）。

図表２１ 戸別組立用の区分口設定例

７．３．２　中区分棚としての使用

比較的配達箇所が多く、マンション、ビル、同

一番地複数世帯などの多いエリアにあっては、縦

型道順組立棚を使っていきなり７．３．１のような細

かい区分を行うことは難しいので、マンション別、

ビル別、同一番地別に区分けする「中区分棚」と

しての使用が適している（図表２２）。

図表２２ 中区分棚用の区分口設定例

７．１．３　戸別組立棚・中区分棚の併用

戸別の世帯、マンション、ビルなどが混在して

いるエリアでは、戸別組立と中区分を併用した使

用方法が適している（図表２３）。

図表２３ 戸別組立と中区分を併用した

区分口設定例
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１～２ ３～４ ５～６ ７～８ ９～１０

Ａマンション
１棟

Ａマンション
２棟

Ａビル Ｂマンション
１棟

１～３ ４～６ Ａマンション Ｂビル



７．４　縦型道順組立棚を使った区分方法

７．４．１　縦区分

現在の配達大区分は、各区分口へ郵便物を平置

きして積み重ねる方法である。しかし、縦型道順

組立棚の場合は、郵便物をスリット状の区分口へ

縦に差し込む方法を基本としている。

縦区分方式のポイントは次のとおりである（図

表２４）。

図表２４ 縦型道順組立棚における区分のポイント

注：項目３・４については、利き腕が異なる場合逆の作業に
なることがある

７．４．２　機械区分郵便物との組込方法

機械区分郵便物をトレーから取り出し、手区分

郵便物が組み込みやすいよう道順組立台に適当な

間隔で並べながら、転送・還付郵便物を抜き出し、

併せて同一番地等あてで道順どおりに並んでいな

い郵便物を並べ替える。

その後、縦型道順組立棚の区分口から、配達大

区分を行った郵便物を１区分口あるいは数区分口

分取り出し、機械区分郵便物に組み込み、さらに

定形外郵便物を組み込む（手区分郵便物に機械区

分郵便物を組み込む方法もある）。

組み込み後、配達郵便物を把束して区分台の脇

あるいはファイバーケースなどに入れておく。

７．４．３　作業実験の取組

このような作業手順により、縦型道順組立棚を

使用した作業実験を行う計画としており、第一段

階では週２～３回程度模擬郵便物を使っての作業

実験、更には１週間連続しての作業実験を行い、

第二段階では、実便による同様な作業実験を進め、

最終的には縦型道順組立棚を使用しての計測調査

を行い、現行作業との比較検証を行うこととして

いる。

８　おわりに

モデル局９局では、こうした実験に郵便局を挙

げて取り組んでいる。

実験を行う上でのポイントは、①区分口の設定

方法（１区分口当たりの配達箇所数・通数の設定

をどうするか、区分口の幅はどの程度にするか）、

②道順ファイルの扱い（現在は各区分口ごとに道

順ファイルを入れているが、縦型道順組立棚では

こうした置き方はできないのでどのような方法に

するか）、③機械処理郵便物との組込方法（区分

口からの取り出しは何口分にして、どう組み込み

するか、組込みを終了した郵便物はどこに置くか）、

④把束後の郵便物の置き場所はどこにするかなど、

きめ細かな検討が必要である。各モデル局は、ど

のような工夫で対応するのか期待を持って見

守っているところである。

現時点までに終了している取組は、①郵便局へ

のヒアリング、②郵便局職員等との打合せ会の開

催、③テレビ会議の開催、④縦型道順組立の搬入、

⑤実験局との打合せ及び現状作業の測定調査であ
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１ 郵便物は区分口に差し込む感覚で区分する

２ 郵便物は２通目以降の郵便物が差し込みや

すいよう、区分口に浅く差し込む

３ 手首を左に返し、あて名面が左側にくる方

向で差し込む

４ １区分口に複数箇所（世帯）の郵便物を区

分する場合、２通目以降は１通目を中心と

して配達順がそれより早いものは左側に、

遅いものはそれより右側に区分する　

５ 大型郵便物は、差出しが最も多い角形２号

（２４０�×３３２�）の大きさまで入る高さ

に設計してあるので、小型郵便物と同様に

区分する

６ 大型郵便物の多いエリアにあっては、小型

郵便物は本体で、大型・厚物郵便物につい

ては補助区分棚で区分する



るが、読者に一番興味を持っていだだける作業性

の比較についてはこれからの取組であり、別の機

会に報告できればと思っている。

実験を通じて、縦型道順組立棚に多くのメリット

を見いだせるよう、モデル局の今後の取組に期待

したいものである。
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